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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　励起光を被測定部に照射する励起光照射手段と、
　前記励起光の照射により前記被測定部から発せられる蛍光からなる蛍光像を撮像する蛍
光撮像手段と、
　照明光を被測定部に照射する照明手段と、
　前記照明光の反射光からなる通常像を撮像する前記蛍光撮像手段とは異なる通常撮像手
段と、
　前記蛍光像と前記通常像の撮像を交互に行なうように、前記励起光照射手段、前記蛍光
撮像手段、前記照明手段および前記通常撮像手段の動作を制御する制御手段とを備えてな
る蛍光撮像装置において、
　前記制御手段が、前記蛍光撮像手段の撮像動作前に、通常像撮像時に前記蛍光撮像手段
に入射する前記照明光の反射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせ、前記通常撮像手
段の撮像動作前に、蛍光像撮像時に前記通常撮像手段に入射する前記蛍光および前記励起
光の反射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせることを特徴とする蛍光撮像装置。
【請求項２】
　励起光を被測定部に照射する励起光照射手段と、
　前記励起光の照射により前記被測定部から発せられる蛍光からなる蛍光像を撮像する蛍
光撮像手段と、
　照明光を被測定部に照射する照明手段と、
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　前記照明光の反射光からなる通常像を撮像する前記蛍光撮像手段とは異なる通常撮像手
段と、
　前記蛍光像と前記通常像の撮像を交互に行なうように、前記励起光照射手段、前記蛍光
撮像手段、前記照明手段および前記通常撮像手段の動作を制御する制御手段とを備えてな
る蛍光撮像装置において、
　前記通常撮像手段が、蛍光像撮像時に該通常撮像手段に入射する光から励起光を除去す
る励起光除去手段を備え、
　前記制御手段が、前記蛍光撮像手段の撮像動作前に、通常像撮像時に蛍光撮像手段に入
射する前記照明光の反射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせるものであることを特
徴とする蛍光撮像装置。
【請求項３】
　前記蓄積電荷の吐き捨て動作がダミー読み出し動作であることを特徴とする請求項１ま
たは２記載の蛍光撮像装置。
【請求項４】
　前記蛍光撮像手段および／または前記通常撮像手段が基板上に撮像素子を形成したもの
であり、前記蓄積電荷の吐き捨て動作が基板方向への不要電荷の掃き出し動作であること
を特徴とする請求項１または２記載の蛍光撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、励起光を照射された被測定部から発せられる蛍光からなる蛍光像および照明光
を照射された被測定部の反射光からなる通常像を撮像する蛍光撮像装置に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、生体内在色素の励起波長領域にある励起光を生体に照射した場合に、正常組織
から発せられた蛍光と病変組織から発せられた蛍光では、蛍光スペクトルが異なることが
知られている。図９には、発明者等により測定された、励起光が照射された正常組織から
発せられた蛍光と病変組織から発せられた蛍光の代表的な蛍光スペクトルが記載されてい
る。すなわち、正常組織から発せられた蛍光は、全体的に光強度が大きく、特に青色波長
帯域の光強度が大きく、病変組織から発せられる蛍光は、全体的に光強度が小さく、平坦
である。これらの蛍光は、ＦＡＤ、コラーゲン、ファイブロネクチン、ポルフィリン、等
の種々の生体内在色素からの蛍光が重畳したものと推測されている。
【０００３】
正常組織と病変組織とでは、蛍光スペクトルが異なることを利用して、励起光を照射され
た生体の測定部から発せられる蛍光を撮像し、カラー画像あるいは疑似カラー画像として
、モニタ上に表すことにより、病変組織の局在・浸潤範囲を色彩変化として表示する装置
が提案されている。このような装置には、励起光を照射された生体の測定部から発せられ
る蛍光を撮像する蛍光撮像装置が搭載されている。
【０００４】
上記蛍光撮像装置は、通常、白色照明光を測定部に照射する照明手段と、励起光を測定部
に照射する励起光照射手段と、撮像を行う撮像手段とから構成され、図１０に示すように
、手動操作または所定時間間隔で、白色光の照射と励起光の照射を切り換え、蛍光像また
は通常像の動画としてモニタ上に表示していた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の蛍光撮像装置では、モニタ上には、通常像または蛍光像のどちらか一方が表示
されるのみであるため、例えば、観察者が蛍光像を観察中に病変組織を発見し、処置を施
すために通常像の撮像に切り換えた時に、病変組織の位置が判らなくなってしまう場合が
あった。このような不便を無くすために、蛍光像と通常像をリアルタイムな動画像として
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、同時にモニタ上に表示できる蛍光撮像装置の開発が望まれている。
【０００６】
蛍光像と通常像の動画像を同時にモニタ上に表示するためには、まず、通常像を撮像する
通常撮像手段と、蛍光像を撮像する蛍光撮像手段を別個に設け、照明光の照射および通常
像の撮像と、励起光の照射および蛍光像の撮像を、時分割で交互に行うことが考えられる
。
【０００７】
しかしながら、通常像と蛍光像の両方を動画像として表示するためには、通常像の撮像と
蛍光像の撮像を短時間で切り換える必要があるため、機械的シャッタ等の使用が難しく、
照明光が照射され、通常撮像手段において通常像が撮像されている間に、蛍光撮像手段に
も照明光の反射光が入射してしまうため、正常な蛍光像の撮像が妨げられるという問題が
あった。
【０００８】
また、同様に蛍光撮像手段において蛍光像が撮像されている間に、通常撮像手段にも励起
光の反射光が入射してしまうため、正常な通常像の撮像が妨げられるという問題もあった
。
【０００９】
本発明は上記問題に鑑み、通常像を撮像する通常撮像手段と、蛍光像を撮像する蛍光撮像
手段を別個に設け、照明光の照射および通常像の撮像と、励起光の照射および蛍光像の撮
像を、時分割で交互に行う蛍光撮像装置において、通常像撮像時に蛍光撮像手段に入射す
る照明光の反射光により、蛍光像の撮像に支障が生じることがなく、鮮明な蛍光像を撮像
可能な蛍光撮像装置を提供することを目的とする。
【００１０】
また、本発明の他の目的は、蛍光撮像装置において、蛍光像撮像時に通常撮像手段に入射
する励起光の反射光により、通常像の撮像に支障が生じることがなく、鮮明な通常像を撮
像可能な蛍光撮像装置を提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　本発明による第１の蛍光撮像装置は、励起光を被測定部に照射する励起光照射手段と、
前記励起光の照射により前記被測定部から発せられる蛍光からなる蛍光像を撮像する蛍光
撮像手段と、照明光を被測定部に照射する照明手段と、前記照明光の反射光からなる通常
像を撮像する前記蛍光撮像手段とは異なる通常撮像手段と、前記蛍光像と前記通常像の撮
像を交互に行なうように、前記励起光照射手段、前記蛍光撮像手段、前記照明手段および
前記通常撮像手段の動作を制御する制御手段とを備えてなる蛍光撮像装置において、前記
制御手段が、前記蛍光撮像手段の撮像動作前に、通常像撮像時に前記蛍光撮像手段に入射
する前記照明光の反射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせ、前記通常撮像手段の撮
像動作前に、蛍光像撮像時に前記通常撮像手段に入射する前記蛍光および前記励起光の反
射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせることを特徴とするものである。
【００１３】
　本発明による第２の蛍光撮像装置は、励起光を被測定部に照射する励起光照射手段と、
前記励起光の照射により前記被測定部から発せられる蛍光からなる蛍光像を撮像する蛍光
撮像手段と、照明光を被測定部に照射する照明手段と、前記照明光の反射光からなる通常
像を撮像する前記蛍光撮像手段とは異なる通常撮像手段と、前記蛍光像と前記通常像の撮
像を交互に行なうように、前記励起光照射手段、前記蛍光撮像手段、前記照明手段および
前記通常撮像手段の動作を制御する制御手段とを備えてなる蛍光撮像装置において、前記
通常撮像手段が、蛍光像撮像時に該通常撮像手段に入射する光から励起光を除去する励起
光除去手段を備え、前記制御手段が、前記蛍光撮像手段の撮像動作前に、通常像撮像時に
蛍光撮像手段に入射する前記照明光の反射光による蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせるも
のであることを特徴とするものである。
【００１４】
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上記励起光除去手段としては、励起光の波長帯域を除く波長帯域の光を透過させる励起光
カットフィルタが好適である。
【００１５】
また、上記蓄積電荷の吐き捨て動作としては、ダミー読み出し動作が好適である。
【００１６】
また、上記蛍光撮像手段または前記通常撮像手段が、基板上に撮像手段を形成したもので
ある場合には、前記蓄積電荷の吐き捨て動作としては、基板方向への不要電荷の掃き出し
動作が好ましい。
【００１７】
なお、上記照明光とは、通常像を撮像するために、被測定部を照明する光であって、通常
像を撮像可能であれば如何なるものでもよい。例えば、通常像の撮像方法がオンチップ化
されたカラーフィルタを使用する同時方式の場合であれば、照明光としては、白色光を用
いればよく、また、通常像の撮像方法が３色の光像を順次撮像する面順次方式である場合
には、３色の光が順次照射される順次光を用いればよい。
【００１８】
また、上記ダミー読み出し動作とは、撮像手段に蓄積された不要電荷を読み出し、正規の
信号処理を行わない動作であれば、どのような動作でもよく、例えば、不要電荷を読み出
した後、後段の処理回路で、メモリへの書き込みを行わない読み出し動作や、不要電荷を
読み出して、後段においてアースへ消去する読み出し動作などでもよい。
【００１９】
【発明の効果】
上述した本発明による第１の蛍光撮像装置によれば　励起光照射手段、蛍光撮像手段、照
明手段および通常撮像手段の動作を制御する制御手段が、蛍光撮像手段における撮像動作
前に、蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせることにより、通常像撮像時に蛍光撮像手段に入
射した照明光の反射光により蛍光撮像手段に蓄積された電荷は、蛍光像の撮像前に吐き捨
てられるため、蛍光像の撮像動作に影響を与えることはなく、鮮明な蛍光像の撮像が可能
となる。
【００２０】
また、制御手段により、通常撮像手段における撮像動作前に、蓄積電荷の吐き捨て動作を
行わせることにより、蛍光像撮像時に通常撮像手段に入射した励起光の反射光により通常
撮像手段に蓄積された電荷は、通常像の撮像前に吐き捨てられるため、通常像の撮像動作
に影響を与えることはなく、鮮明な通常像の撮像が可能となる。
【００２１】
また本発明による第２の蛍光撮像装置によれば、通常撮像手段が、通常撮像手段に入射す
る光から励起光を除去する励起光除去手段を備えることにより、蛍光像撮像時に励起光の
反射光が通常撮像手段に入射することを防止できるため、通常像の撮像動作に支障が生じ
ることはなく、鮮明な通常像が撮像可能となる。
【００２２】
また、この場合には、励起光を照射された測定部から発せられる蛍光は、通常撮像部に入
射することになるが、通常像撮像時の照明光による反射光の光強度にに比べ、蛍光の光強
度は小さいため、通常像の撮像動作にはほとんど影響を与えることはない。
【００２３】
さらに、本発明による第３の蛍光撮像装置によれば、通常撮像手段が、通常撮像手段に入
射する光から励起光を除去する励起光除去手段を備え、かつ制御手段が、蛍光撮像手段に
おける撮像動作前に、蓄積電荷の吐き捨て動作を行わせることにより、蛍光像撮像時に励
起光の反射光が通常撮像手段に入射することが防止され、また通常像撮像時に蛍光撮像手
段に入射した照明光の反射光により蛍光撮像手段に蓄積された電荷は、蛍光像の撮像前に
吐き捨てられるため、鮮明な通常像および蛍光像の撮像が可能となる。
【００２４】
なお、上記励起光除去手段としては、励起光の波長帯域を除く波長帯域の光を透過させる
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励起光カットフィルタを使用することにより、簡単な構成で、蛍光像撮像時に励起光の反
射光が通常撮像手段に入射することを防止できる。
【００２５】
さらに、上記電荷の吐き捨て動作として、ダミー読み出し動作を行わせることにより、制
御手段における読み出し動作を、通常の読み出し動作の場合とダミー読み出し動作の場合
とで、大幅に変える必要がないため、制御手段の構成を簡素化することできる。
【００２６】
また、上記蛍光撮像手段または通常撮像手段が基板上に撮像手段を形成したものであれば
、電荷の吐き捨て動作として、基板方向への不要電荷の掃き出し動作を行わせることによ
り、不要電荷の掃き出しタイミングが任意に設定可能となるので、撮像時間を撮像条件に
合わせて、適宜設定することができる。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。まず、図１～図４を参照し
て、本発明による蛍光撮像装置を適用した第１の具体的な実施の形態である内視鏡装置に
ついて説明する。図１は本発明による蛍光撮像装置を適用した内視鏡装置の概略構成図で
あり、この内視鏡装置は、照明光を測定部に照射し、反射光からなる通常像を内視鏡先端
に取り付けられたカラーＣＣＤ撮像素子で撮像して、モニタ上にカラー画像として表示し
、また、測定部に励起光を照射して、測定部から発せられた蛍光をイメージファイバによ
り蛍光像として２次元的に取得し、この蛍光像を、所定波長帯域の光を透過させる帯域フ
ィルタ要素が組み合わされたモザイクフィルタがオンチップされたＣＣＤ撮像素子で撮像
し、モニタ上に疑似カラー画像として表示するものであり、蛍光像および通常像の撮像は
、時分割で行われ、各々のＣＣＤ撮像素子において、撮像前にダミー読み出しを行うもの
である。
【００２８】
この内視鏡装置は、患者の病巣と疑われる部位に挿入される内視鏡100 、通常像撮像用の
白色光および蛍光像撮像用の励起光を発する光源を備える照明ユニット110 、蛍光画像表
示時に励起光により生体測定部から生じた蛍光を受光し、撮像する蛍光撮像ユニット120 
、蛍光像を所定波長帯域の信号強度の相対的比率に応じた疑似カラー画像として表示する
ための画像処理を行う蛍光画像処理ユニット130 、通常像をカラー画像として表示するた
めの画像処理を行う通常画像処理ユニット140 、通常像のカラー画像および蛍光像の疑似
カラー画像をインポーズする表示画像処理ユニット150 、各ユニットに接続され、動作タ
イミングの制御を行うコントローラ160 、表示画像処理ユニット150 でインポーズされた
通常画像（通常像のカラー画像）および蛍光画像（蛍光像の疑似カラー画像）を表示する
モニタ170 から構成されている。
【００２９】
内視鏡100 は、内部に先端まで延びるライトガイド101 、ＣＣＤケーブル102 およびイメ
ージファイバ103 を備えている。ライトガイド101 およびＣＣＤケーブル102 の先端部、
即ち内視鏡100 の先端部には、照明レンズ104 および対物レンズ105 を備えている。また
、イメージファイバ103 はガラスファイバであり、その先端部には集光レンズ106 を備え
ている。ＣＣＤケーブル102 の先端部には、モザイクフィルタ107 がオンチップされたＣ
ＣＤ撮像素子108 が接続され、該ＣＣＤ撮像素子108 には、プリズム109 が取り付けられ
ている。
【００３０】
上記モザイクフィルタ107 は、３原色の補色となる波長帯域を透過させる帯域フィルタ要
素が交互にモザイク状に組み合わされて構成される補色型のフィルタであり、各帯域フィ
ルタ要素はＣＣＤ撮像素子108 の各画素に対応している。
【００３１】
ＣＣＤ撮像素子108 は、インターライン型のＣＣＤであり、感光部で光電変換された信号
電荷は、一旦転送部に読み出され、転送部から順次出力される。
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【００３２】
ライトガイド101 は、多成分ガラスファイバである白色光用のライトガイド101aおよび石
英ガラスファイバである励起光用のライトガイド101bがバンドルされ、ケーブル状に一体
化されており、白色光用のライトガイド101aおよび励起光用のライトガイド101bは照明ユ
ニット110 へ接続されている。ＣＣＤケーブル102 の一端は、通常画像処理ユニット140 
に接続され、イメージファイバ103 の一端は、蛍光撮像ユニット120 へ接続されている。
【００３３】
照明ユニット110 は、通常像撮像用の白色光L1を発する白色光源111 、該白色光源111 に
電気的に接続された白色光源用電源112 、蛍光像撮像用の励起光L3を発するＧａＮ系半導
体レーザ114 および該ＧａＮ系半導体レーザ114 に電気的に接続されている励起光源用電
源115 を備えている。
【００３４】
蛍光撮像ユニット120 は、イメージファイバ103 に入射された蛍光L4および励起光の反射
光L5が重畳された光から、励起光の反射光L5を除去するための励起光カットフィルタ121 
と、モザイクフィルタ123 がオンチップされたＣＣＤ撮像素子125 とを備えている。なお
、上記励起光カットフィルタ121 は、励起光近傍の４３０nm以下の波長帯域の光をカット
する帯域フィルタである。
【００３５】
上記モザイクフィルタ123 は、図２に示すように、帯域フィルタ要素124aと帯域フィルタ
要素124bが交互に組み合わさたものである。帯域フィルタ要素123aは、図３の（ａ）に示
すような透過特性を有し、青色波長帯域の光を透過させ、帯域フィルタ要素123bは図３の
（ｂ）に示すような透過特性を有し、全測定波長帯域の光を透過させる。各帯域フィルタ
要素はＣＣＤ撮像素子125 の画素に１対１で対応している。
【００３６】
ＣＣＤ撮像素子125 は、フレームトランスファ型の冷却裏面露光ＣＣＤであり、感光部で
光電変換された信号電荷は、一旦蓄積部に転送され、蓄積部から順次出力される。
【００３７】
蛍光画像処理ユニット130 は、ＣＣＤ撮像素子125 で得られた信号のサンプリング、クラ
ンプ、ブランキング、増幅等を行い、青色波長帯域の信号強度と全測定波長帯域の信号強
度から疑似カラー画像信号を作成する信号処理回路131 、該信号処理回路131 で得られた
疑似カラー画像信号をデジタル化するA/D 変換回路132 、デジタル化された疑似カラー画
像信号を保存する蛍光画像メモリ133 、該蛍光画像メモリ133 から出力された疑似カラー
画像信号をDA変換するD/A 変換回路134 および疑似カラー画像信号をビデオ信号に変換す
る蛍光画像エンコーダ135 を備えている。
【００３８】
通常画像処理ユニット140 は、ＣＣＤ撮像素子108 で撮像された通常像からカラー画像信
号を作成する信号処理回路141、該信号処理回路141で得られたカラー画像信号をデジタル
化するA/D 変換回路142 、デジタル化されたカラー画像信号を保存する通常画像メモリ14
3 、該通常画像メモリから出力されたカラー画像信号をDA変換するD/A 変換回路144 およ
びカラー画像信号をビデオ信号に変換する通常画像エンコーダ145 を備えている。
【００３９】
表示画像処理ユニット150 は、蛍光画像エンコーダ135 から出力された疑似カラー画像信
号と通常画像エンコーダ145 から出力されたカラー画像信号をインポーズし、表示信号と
して出力するスーパーインポーザ151 と、ビデオ信号である表示信号をＲＧＢ形式の表示
信号に変換するＲＧＢエンコーダ152 とを備えている。
【００４０】
以下、本発明による蛍光撮像装置を適用した上記構成の内視鏡装置の作用について説明す
る。まず、通常画像を表示する際の作用と蛍光画像を表示する際の作用について説明し、
その後で、時分割で行われる通常像の撮像と、蛍光像の撮像の動作タイミングおよび切換
時の作用について説明する。
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【００４１】
まず、最初に本内視鏡において、通常画像を表示する際の作用について説明する。通常像
を撮像するために、コントローラ160 からの信号に基づき白色光源用電源112 が駆動され
、白色光源111 から白色光L1が射出される。白色光L1は、レンズ113 を経て白色光用のラ
イトガイド101aに入射され、内視鏡先端部まで導光された後、照明レンズ104 から測定部
10へ照射される。白色光L1の反射光L2は対物レンズ105 によって集光され、プリズム109 
に反射して、モザイクフィル107 を透過して、ＣＣＤ撮像素子108 の感光部で受光される
。感光部で光の強弱に応じて光電変換された信号電荷は、一旦転送部にシフトされ、順次
通常画像処理ユニット140 の信号処理回路141 へ出力される。
【００４２】
信号処理回路141 では、ＣＣＤ撮像素子108 で撮像された信号の相関二重サンプリング、
クランプ、ブランキング、増幅等のプロセス処理を行い、その後、輝度信号と色信号を分
離し、カラー画像信号である輝度信号Ｙ１、色差信号Ｒ１－Ｙ１およびＢ１－Ｙ１を算出
する。
【００４３】
信号処理回路141 で算出された各画素毎のカラー画像信号（輝度信号Ｙ１、色差信号Ｒ１
－Ｙ１およびＢ１－Ｙ１）はA/D 変換回路142 へ入力され、それぞれデジタル化された後
、輝度信号Ｙ１は通常画像メモリ143 の輝度信号記憶領域に保存され、色差信号Ｒ１－Ｙ
１およびＢ１－Ｙ１は、色差信号記憶領域に保存される。
【００４４】
通常画像メモリ143 に保存されたカラー画像信号（輝度信号Ｙ１、色差信号Ｒ１－Ｙ１お
よびＢ１－Ｙ１）は、表示タイミングに合わせてD/A 変換回路144 でDA変換され、通常画
像エンコーダ145 で所定のビデオ信号に変換され、スーパーインポーザ151 に入力され、
後述する蛍光画像の疑似カラー画像信号とインポーズされたビデオ信号として、モニタ17
0 およびＲＧＢデコーダ152 へ出力される。モニタ170 およびＲＧＢデコーダ152 におけ
る動作の詳細は後述する。
【００４５】
次に、蛍光画像を表示する場合の作用について説明する。コントローラ160 からの信号に
基づき、励起光源用電源115 が駆動され、ＧａＮ系半導体レーザ114 から波長４１０nmの
励起光L3が射出される。励起光L3は、レンズ116 を透過し、励起光用のライトガイド101b
に入射され、内視鏡先端部まで導光された後、照明レンズ104 から測定部10へ照射される
。
【００４６】
測定部10から発せられる蛍光L4と、励起光L3の反射光L5は、集光レンズ106 により集光さ
れ、イメージファイバ103 の先端に入射される。蛍光L4と反射光L5は、イメージファイバ
103 を経て、蛍光撮像ユニット120 に入射し、反射光L5は励起光カットフィルタ121 でカ
ットされ、蛍光L4のみがレンズ122 に入射する。レンズ122 により集光された蛍光L4は、
ＣＣＤ撮像素子125 にオンチップされたモザイクフィルタ123 を透過後、ＣＣＤ撮像素子
125 で受光される。ＣＣＤ撮像素子125 の感光部で光の強弱に応じて光電変換された信号
電荷は、一旦蓄積部へ転送され、順次蛍光画像処理ユニット130 の信号処理回路131 へ出
力される。
【００４７】
信号処理回路131 では、ＣＣＤ撮像素子125 から出力された信号の相関二重サンプリング
、クランプ、ブランキング、増幅等のプロセス処理を行い、２次元データとして出力する
。次いで帯域フィルタ要素124aを透過した青色波長帯域の信号強度Ｂ２と帯域フィルタ要
素124bを透過した全測定波長帯域の信号強度Ｗ２を用いて、各画素毎に色差マトリクス演
算を行い、疑似カラー画像信号である疑似輝度信号Ｙ２、疑似色差信号Ｒ２－Ｙ２および
Ｂ２－Ｙ２を、各画素毎に隣接した画素の信号強度を用いて算出する。
【００４８】
信号処理回路131 で算出された各画素毎の疑似カラー画像信号（疑似輝度信号Ｙ２、疑似
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色差信号Ｒ２－Ｙ２およびＢ２－Ｙ２）はA/D 変換回路132 へ入力され、それぞれデジタ
ル化された後、疑似輝度信号Ｙ２は蛍光画像メモリ133 の輝度信号記憶領域に保存され、
疑似色差信号Ｒ２－Ｙ２およびＢ２－Ｙ２は色差信号記憶領域に保存される。該蛍光画像
メモリ133 に保存された疑似カラー画像信号（疑似輝度信号Ｙ２、疑似色差信号Ｒ２－Ｙ
２およびＢ２－Ｙ２）は、表示タイミングに合わせてD/A 変換回路134 でDA変換され、蛍
光画像エンコーダ135 で所定のビデオ信号に変換され、スーパーインポーザ151 に入力さ
れ、通常画像エンコーダ145 から出力された通常像のカラー画像信号（輝度信号Ｙ１、色
差信号Ｒ１－Ｙ１およびＢ１－Ｙ１）とインポーズされ、モニタ170 およびＲＧＢデコー
ダ152 へ出力される。
【００４９】
モニタ170 では、ビデオ信号として入力された上記カラー画像信号および疑似カラー画像
信号を変換し、通常画像３０および蛍光画像３１として表示する。なお、蛍光画像は、全
測定波長帯域の信号強度Ｗ２と青色波長帯域の信号強度Ｂ２の相対的比率の変化に応じて
表示色が変化する疑似カラーで表示され、その色合いは、上述した画像信号マトリクス回
路137 におけるマトリクス演算式の係数により定まる。
【００５０】
ＲＧＢデコーダ152 では、インポーズされた疑似カラー画像信号およびカラー画像信号か
ら、各色信号（Ｒ、Ｂ、Ｇ）を逆算し、図示省略したプリンターあるいは画像処理装置等
の色信号を直接入力する装置に出力する。なお、上記一連の動作はコントローラ160 によ
って制御される。
【００５１】
次に、時分割で行われる通常像の撮像と蛍光像の撮像の動作タイミングおよび切換時の作
用について説明する。蛍光像の撮像および通常像の撮像は、図４に示すようなタイミング
チャートに従って実行される。白色光L1の照射およびＣＣＤ撮像素子108 による反射光L2
の露光は６０ms毎に３０ms弱の期間同期して行われれる。その後、露光時間内にＣＣＤ撮
像素子108 の感光部に蓄積された信号電荷は、一旦転送部にシフトされる。転送部にシフ
トされた信号電荷は、白色光L1の照射が停止されている期間に、順次読み出され、通常画
像処理ユニット140 の信号処理回路141 へ出力される。
【００５２】
一方、上記白色光L1の照射が停止されている期間には、蛍光像の撮像が行われている。通
常像の撮像と同様に、励起光L3の照射およびＣＣＤ撮像素子125 による蛍光L4の露光は６
０ms毎に３０ms弱の期間同期して行われれる。なお、励起光の反射光L5は、蛍光撮像ユニ
ット120 内に設けられた励起光カットフィルタ121 によりカットされるため、ＣＣＤ撮像
素子125 に入射されることはない。露光時間内にＣＣＤ撮像素子125 の感光部に蓄積され
た信号電荷は、一旦蓄積部にシフトされる。蓄積部にシフトされた信号電荷は、励起光L3
の照射が停止されている期間に、順次読み出され、蛍光画像処理ユニット130 の信号処理
回路131 へ出力される。
【００５３】
上記のように、蛍光像の撮像と通常像の撮像が、時分割で交互に行われるため、蛍光像撮
像用のＣＣＤ撮像素子125 においては、通常像撮像時には、図４の５段目に破線で示すよ
うに、白色光L1の反射光L2が感光部に入射され、光電変換されて不要な信号電荷が蓄積さ
れてしまう。しかし、この不要な信号電荷は、励起光L3の照射前に、ダミー読み出し動作
により処理される。
【００５４】
まず、白色光L1の照射が終了すると、この不要信号電荷は、通常の信号電荷と同様に転送
部にシフトされ、転送部から順次読み出され、蛍光画像処理ユニット130 の信号処理回路
131 へ出力される。信号処理回路131 では、この不要信号電荷の信号処理を行い、A/D 変
換回路132 で、A/D 変換を行うが、コントローラ160 が、蛍光画像メモリ133 を書き込み
不可状態に制御するため、不要信号電荷は、蛍光画像メモリ133 に記憶されることはない
。
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【００５５】
上記ダミー読みだし動作により、励起光L3の照射が始まる前には、感光部に蓄積された不
要信号電荷は、転送部にシフトされているので、蛍光像の撮像には、支障が生じることは
ない。また、蛍光L4により正常に蓄積された信号電荷が転送部にシフトされる前に、転送
部にシフトされた不要信号電荷は、蛍光画像処理ユニット130 の信号処理回路131 へ出力
されているため、シフト動作に支障が生じることもない。
【００５６】
したがって、通常像撮像時に蛍光像撮像用のＣＣＤ撮像素子125 に入射した白色光L1の反
射光L2によりＣＣＤ撮像素子125 に蓄積された不要電荷は、蛍光像の撮像前にダミー読み
出しにより、消去されるため、蛍光像の撮像動作に影響を与えることはないので、鮮明な
蛍光像の撮像が可能となる。
【００５７】
また、同様に通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子108 においては、蛍光像撮像時には、図４の
２段目に破線で示すように、蛍光L4および励起光の反射光L5が感光部に入射され、光電変
換されて不要な信号電荷が蓄積されるが、この不要な信号電荷は、白色光L1の照射前に、
ダミー読み出し動作により処理される。
【００５８】
まず、励起光L3の照射が終了すると、この不要信号電荷は、通常の信号電荷と同様に、転
送部にシフトされ、転送部から通常画像処理ユニット140 の信号処理回路141 へ出力され
る。信号処理回路141 では、この不要な信号電荷の信号処理を行い、またA/D 変換回路14
2 では、A/D 変換を行うが、コントローラ160 が、通常画像メモリ143 を、書き込み不可
状態に制御するため、不要な信号が通常画像メモリ143 に記憶されることはない。
【００５９】
上記のダミー読み出し動作により、励起光L3の照射が終了し、白色光L1の照射が始まる前
には、感光部に蓄積された不要信号電荷は、転送部にシフトされているので、白色光L1の
反射光L2の受光には、支障が生じることはない。また、反射光L2により正常に蓄積された
信号電荷が転送部にシフトされる前に、転送部の不要信号電荷は、信号処理回路141 へ出
力されているため、シフト動作に支障が生じることもない。従って、蛍光像撮像時に通常
像撮像用のＣＣＤ撮像素子108 に入射した励起光L3の反射光L5によりＣＣＤ撮像素子108 
に蓄積された電荷は、通常像の撮像前にダミー読み出しにより、消去されるため、通常像
の撮像動作に影響を与えることはなく、鮮明な通常像が撮像可能となる。また、不要電荷
の吐き捨て動作として、ダミー読み出し動作を行わせることにより、コントローラ160 に
おける読み出し動作を、通常の読み出し動作の場合とダミー読み出し動作の場合とで、大
幅に変える必要がないため、コントローラ160 の構成を簡素化することできる。
【００６０】
次に本発明による蛍光撮像装置を適用した第２の具体的な実施の形態である内視鏡装置に
ついて図５および図６を参照して説明する。この内視鏡装置は、照明光を測定部に照射し
、反射光からなる通常像を内視鏡先端に取り付けられたカラーＣＣＤ撮像素子で撮像して
、モニタ上にカラー画像として表示し、また、測定部に励起光を照射して、測定部から発
せられた蛍光をイメージファイバにより蛍光像として２次元的に取得し、この蛍光像を、
所定波長帯域の光を透過させる帯域フィルタ要素が組み合わされたモザイクフィルタがオ
ンチップされたＣＣＤ撮像素子で撮像し、モニタ上に疑似カラー画像として表示するもの
であり、蛍光像および通常像の撮像は、時分割で行われ、各々のＣＣＤ撮像素子において
、撮像前に基板方向への不要電荷の掃き出し動作を行うものである。
【００６１】
この内視鏡装置は、患者の病巣と疑われる部位に挿入される内視鏡200 、白色光および励
起光を発する光源を備える照明ユニット110 、蛍光画像表示時に励起光により生体測定部
から生じた蛍光を受光し、撮像する蛍光撮像ユニット210 、蛍光像を所定波長帯域の信号
強度の相対的比率に応じた疑似カラー画像として表示するための画像処理を行う蛍光画像
処理ユニット130 、通常像をカラー画像として表示するための画像処理を行う通常画像処
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理ユニット140 、通常像のカラー画像および蛍光像の疑似カラー画像をインポーズする表
示画像処理ユニット150 、各ユニットに接続され、動作タイミングの制御を行うコントロ
ーラ220 、表示画像処理ユニット150 でインポーズされた通常画像（通常像のカラー画像
）および蛍光画像（蛍光像の疑似カラー画像）を表示するモニタ170 から構成されている
。なお、第１の実施の形態と同等の要素には、同じ番号を付し、それらについての説明は
、特に必要のない限り省略する。
【００６２】
内視鏡200 は、内部に先端まで延びるライトガイド101 、ＣＣＤケーブル102 およびイメ
ージファイバ103 を備え、ＣＣＤケーブル102 の先端部には、モザイクフィルタ107 がオ
ンチップされたＣＣＤ撮像素子201 が接続され、該ＣＣＤ撮像素子201 には、プリズム10
9 が取り付けられている。
【００６３】
ＣＣＤ撮像素子201 は、インターライン型のＣＣＤであり、感光部で光電変換された信号
電荷は、一旦転送部にシフトされ、転送部から順次出力される。また、縦型オーバーフロ
ードレーン構造を備えるものであり、飽和光量以上の余剰電荷は、基板内部に捨てられる
。さらに、掃き出しパルスを印加することにより、感光部に蓄積された電荷を、ドレーン
構造を介して、基板方向に掃き捨てることができる。
【００６４】
蛍光撮像ユニット210 は、励起光カットフィルタ121 、モザイクフィルタ123 がオンチッ
プされたＣＣＤ撮像素子211 を備えている。ＣＣＤ撮像素子211 は、インターライン型の
ＣＣＤであり、感光部で光電変換された信号電荷は、一旦転送部にシフトされ、転送部か
ら順次出力される。なおＣＣＤ撮像素子211 は、ＣＣＤ撮像素子201 と同様に、縦型オー
バーフロードレーン構造を備え、掃き出しパルスを印加することにより、感光部に蓄積さ
れた電荷を、ドレーン構造を介して、基板方向に掃き捨てることができる。各ユニットの
動作はコントローラ220 により制御される
以下、本発明による蛍光撮像装置を適用した上記構成の内視鏡装置の作用について説明す
る。まず、通常画像を表示する際の作用と蛍光画像を表示する際の作用について簡単に説
明し、その後で、時分割で行われる通常像の撮像と、蛍光像の撮像の動作タイミングおよ
び切換時の作用について説明する。
【００６５】
白色光L1の反射光L2は対物レンズ105 によって集光され、プリズム109 に反射して、モザ
イクフィル107 を透過して、ＣＣＤ撮像素子201 の感光部で受光される。感光部で光の強
弱に応じて光電変換された信号電荷は、一旦転送部にシフトされ、順次通常画像処理ユニ
ット140 の信号処理回路141 へ出力される。
【００６６】
励起光L3を照射されることにより、測定部10から生じる蛍光L4および励起光の反射光L5は
、イメージファイバ103 を経て、蛍光撮像ユニット120 の励起光カットフィルタ121 に入
射し、励起光の反射光L5は、励起光カットフィルタ121 によりカットされる。レンズ122 
により集光された蛍光L4は、ＣＣＤ撮像素子201 にオンチップされたモザイクフィルタ12
3 を透過後、ＣＣＤ撮像素子201 で受光される。ＣＣＤ撮像素子201 の感光部で光の強弱
に応じて光電変換された信号電荷は、一旦転送部へシフトされ、転送部から順次蛍光画像
処理ユニット130 の信号処理回路131 へ出力される。信号処理回路141 および信号処理回
路131 以降の作用は、第１の実施の形態と同様に行われる。
【００６７】
次に、時分割で行われる通常像の撮像と蛍光像の撮像の動作タイミングおよび切換時の作
用について説明する。蛍光像の撮像および通常像の撮像は、図６に示すようなタイミング
チャートに従って実行される。通常像の撮像は、第１の実施の形態と同様な動作タイミン
グで行われ、露光時間内にＣＣＤ撮像素子201 の感光部に蓄積された信号電荷は、一旦転
送部にシフトされる。転送部にシフトされた信号電荷は、白色光L3の照射が停止されてい
る期間に、通常画像処理ユニット140 の信号処理回路141 へ出力される。
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【００６８】
一方、蛍光像の撮像においても、第１の実施の形態と同様の動作タイミングで動作し、露
光時間内にＣＣＤ撮像素子211 の感光部に蓄積された信号電荷は、一旦転送部にシフトさ
れる。転送部にシフトされた信号電荷は、励起光L3の照射が停止されている期間に、蛍光
画像処理ユニット130 の信号処理回路131 へ出力される。
【００６９】
このため、蛍光像撮像用のＣＣＤ撮像素子211 では、図６の５段目に破線で示すように、
白色光L1が照射されている間に、不要な信号電荷が感光部に蓄積される。コントローラ22
0 は、白色光L1の照射が終了しても、感光部に蓄積された不要な信号電荷を転送部にシフ
トさせず、励起光L3が照射される直前に、ＣＣＤ撮像素子211 に、掃き出しパルスを加え
る。
【００７０】
ＣＣＤ撮像素子211 では、掃き出しパルスが印加されると、不要信号電荷は基板方向にド
レーンされ、消去される。このため、励起光L3の照射時には、感光部に蓄積された不要信
号電荷は消去されているので、蛍光L4の受光に、支障が生じることはない。
【００７１】
したがって、通常像撮像時に蛍光像撮像用のＣＣＤ撮像素子211 に入射した白色光の反射
光によりＣＣＤ撮像素子211 に蓄積された電荷は、蛍光像の撮像前に、基板方向へドレー
ンされ、消去されるため、蛍光像に影響を与えることはないので、鮮明な蛍光像の撮像が
可能となる。
【００７２】
また、通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子201 においても、同様に、図６の２段目に示される
ように、励起光L3により感光部に不要な信号電荷が蓄積される。コントローラ220 は、励
起光L3の照射が終了しても、感光部に蓄積された不要な信号電荷を転送部にシフトさせず
、白色光L1が照射される直前に、ＣＣＤ撮像素子201 に、掃き出しパルスを加える。ＣＣ
Ｄ撮像素子201 では、掃き出しパルスが印加されると、不要信号電荷は基板方向にドレー
ンされ、消去される。このため、白色光L1の照射時には、感光部に蓄積された不要信号電
荷は消去されているので、反射光L2の受光に、支障が生じることはない。
【００７３】
また、不要電荷の吐き捨て動作として、基板方向への不要電荷の掃き出し動作を行わせる
ことにより、不要電荷の掃き出しタイミングが任意に設定可能となるので、撮像時間を撮
像条件に合わせて、適宜設定することができる。
【００７４】
次に図７および図８を参照して、本発明の蛍光撮像装置を適用した第３の具体的な実施の
形態である内視鏡装置について説明する。なお、図７において、図５に示す第２の実施の
形態で使用される要素と同等の要素には同番号を付し、それらについての説明は特に必要
のない限り省略する。
【００７５】
この内視鏡装置は、白色の照明光を青色、赤色、緑色の回転フィルタを介して、３色の順
次光に分解して、測定部に照射し、内視鏡先端に取り付けられたＣＣＤ撮像素子で反射光
を撮像し、３色の順次信号を取得し、信号処理回路においてカラー画像信号を合成し、モ
ニタ上に通常像のカラー画像として表示し、また、測定部に励起光を照射して、測定部か
ら発せられた蛍光をイメージファイバにより蛍光像として２次元的に取得し、この蛍光像
を、所定波長帯域の光を透過させる帯域フィルタ要素が組み合わされたモザイクフィルタ
がオンチップされたＣＣＤ撮像素子で撮像し、モニタ上に疑似カラー画像として表示する
ものであり、蛍光像および通常像の撮像は、時分割で行われ、各々のＣＣＤ撮像素子にお
いて、基板方向への不要電荷の掃き出し動作を行うものである。
【００７６】
この内視鏡装置は、患者の病巣と疑われる部位に挿入される内視鏡300 、３色の順次光お
よび励起光を発する光源を備える照明ユニット310 、蛍光画像表示時に励起光により生体



(12) JP 4433347 B2 2010.3.17

10

20

30

40

50

測定部から生じた蛍光を受光し、撮像する蛍光撮像ユニット210 、蛍光像を所定波長帯域
の信号強度の相対的比率に応じた疑似カラー画像として表示するための画像処理を行う蛍
光画像処理ユニット130 、通常像をカラー画像として表示するための画像処理を行う通常
画像処理ユニット320 、通常像のカラー画像および蛍光像の疑似カラー画像をインポーズ
する表示画像処理ユニット150、各ユニットに接続され、動作タイミングの制御を行うコ
ントローラ330 、表示画像処理ユニット150 でインポーズされた通常画像（通常像のカラ
ー画像）および蛍光画像（蛍光像の疑似カラー画像）を表示するモニタ170 から構成され
ている。
【００７７】
内視鏡300 は、内部に先端まで延びるライトガイド101 、ＣＣＤケーブル102 およびイメ
ージファイバ103 を備え、ＣＣＤケーブル102 の先端部には、ＣＣＤ撮像素子301 が接続
され、該ＣＣＤ撮像素子301 には、プリズム109 が取り付けられている。
【００７８】
ＣＣＤ撮像素子301 は、インターライン型のＣＣＤであり、感光部で光電変換された信号
電荷は、一旦転送部にシフトされ、転送部から順次出力される。
【００７９】
照明ユニット310 は、白色光を発する白色光源311 、該白色光源311 に電気的に接続され
た白色光源用電源312 、白色光から３色の順次光L6を取り出すための回転フィルタ313 、
該回転フィルタ313 を駆動するフィルタ駆動部314 、蛍光像撮像用の励起光L8を発するＧ
ａＮ系半導体レーザ114 および該ＧａＮ系半導体レーザ114 に電気的に接続されている励
起光源用電源115 とを備えている。
【００８０】
通常画像処理ユニット320 は、ＣＣＤ撮像素子301 で撮像された３色の順次信号から通常
像のカラー画像信号を作成する信号処理回路321 、該信号処理回路321 で得られたカラー
画像信号をデジタル化するA/D 変換回路142 、デジタル化されたカラー画像信号を保存す
る通常画像メモリ143 、該通常画像メモリから出力されたカラー画像信号をDA変換するD/
A 変換回路144 およびカラー画像信号をビデオ信号に変換する通常画像エンコーダ145 と
を備えている。各ユニットの動作はコントローラ320 により制御される。蛍光像撮像に関
しては、後述するコントローラ320 の制御による撮像タイミングが異なるのみで、構成は
第２の実施による内視鏡装置と同様である。
【００８１】
以下、本発明による蛍光撮像装置を適用した上記構成の内視鏡装置の作用について説明す
る。まず、通常画像を表示する際の作用を説明し、その後で、時分割で行われる通常像の
撮像と、蛍光像の撮像の動作タイミングおよび切換時の作用について説明する。蛍光像撮
像に関しては、コントローラ320 の制御による撮像タイミングが異なるのみで、蛍光画像
を表示する際の作用は第２の実施による内視鏡装置と同様であるため、蛍光画像を表示す
る際の作用の説明は省略する。
【００８２】
通常像を撮像する際には、まずコントローラ330 からの信号に基づき白色光源用電源312 
が駆動され、白色光源311 から白色光が射出される。白色光は、フィルタ駆動部314 を介
してコントローラ330 により回転制御される回転フィルタ313 およびレンズ315 を経て、
青色、緑色、赤色と３色に順番に変化する順次光L6として、ライトガイド101aに入射され
、内視鏡先端部まで導光された後、照明レンズ104 から測定部10へ照射される。順次光L6
の反射光L7は、対物レンズ105 によって集光され、プリズム109 に反射して、ＣＣＤ撮像
素子301 の感光部で受光される。感光部で光の強弱に応じて光電変換された信号電荷は、
一旦転送部にシフトされ、順次通常画像処理ユニット320 の信号処理回路321 へ出力され
る。
【００８３】
信号処理回路321 では、ＣＣＤ撮像素子301 で撮像された信号の相関二重サンプリング、
クランプ、ブランキング、増幅等のプロセス処理を行い、順次光L6のうちの青色の照明光
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が照射されている時に撮像された青成分の光像から、各画素毎に、青色波長帯域の信号強
度Ｂ３を求め、同様に、緑色波長帯域の信号強度Ｇ３および赤色波長帯域の信号強度Ｒ３
を求め、各信号から、カラー画像信号である輝度信号Ｙ３、色差信号Ｒ３－Ｙ３およびＢ
３－Ｙ３を算出する。A/D 変換回路142 以降の作用は、第１の実施の形態と同様に行われ
る。
【００８４】
次に、時分割で行われる通常像の撮像と蛍光像の撮像の動作タイミングおよび切換時の作
用について説明する。蛍光像の撮像および通常像の撮像は、図８に示すようなタイミング
チャートに従って実行される。青色、緑色、赤色と３色に順番に変化する順次光L6の照射
および露光は、６０ms毎に３０msの期間同期して行われれる。各色の光は、各々１０ms間
弱照射され、各色の照射と同期して、ＣＣＤ撮像素子301 による青成分の光像の撮像、緑
成分の光像の撮像および赤成分の光像の撮像が行われる。
【００８５】
すなわち、青色の光が照射され、１０ms経過して照射が終了すると、その時間内にＣＣＤ
撮像素子301 の感光部に蓄積された信号電荷は、一旦転送部にシフトされる。次に緑色の
光が照射され、転送部にシフトされた青成分の信号電荷は信号処理回路321 に出力される
。１０ms経過して緑色の光の照射が終了すると、その時間内にＣＣＤ撮像素子301 の感光
部に蓄積された信号電荷は、転送部にシフトされる。次に赤色の光が照射され、同時に転
送部にシフトされた緑成分の信号電荷は、号処理回路321 に出力される。さらに、赤色の
光の照射が終了すると、その時間内にＣＣＤ撮像素子301 の感光部に蓄積された信号電荷
は、転送部にシフトされ、次のタイミングで、転送部から、信号処理回路321 に出力され
る。
【００８６】
一方、上記順次光L6の照射が停止されている期間に、蛍光像の撮像が行われる。通常像の
撮像と同様に、励起光L8の照射およびＣＣＤ撮像素子211 による蛍光の露光は６０ms毎に
10ms弱の期間同期して行われる。１０ms経過して励起光L8の光の照射が終了すると、その
時間内にＣＣＤ撮像素子301 の感光部に蓄積された信号電荷は、転送部にシフトされ、次
のタイミングで、蛍光画像処理ユニット130 の信号処理回路131 へ出力される。
【００８７】
このため、蛍光像撮像用のＣＣＤ撮像素子211 では、通常像撮像時に、図８の５段目に破
線で示される用に、順次光L6の反射光L7が感光部に入射され、光電変換されて不要な信号
電荷が蓄積される。コントローラ330 は、励起光L8が照射される直前に、ＣＣＤ撮像素子
211 に、掃き出しパルスを加える。
【００８８】
ＣＣＤ撮像素子211 では、掃き出しパルスが印加されると、不要信号電荷は基板方向にド
レーンされ、消去される。このため、励起光L8の照射時には、感光部に蓄積された不要信
号電荷は消去されているので、蛍光L9の受光に、支障が生じることはない。
【００８９】
したがって、通常像撮像時に蛍光像撮像用のＣＣＤ撮像素子211 に入射した順次光L6の反
射光L7によりＣＣＤ撮像素子211 に蓄積された電荷は、蛍光像の撮像前に、基板方向へド
レーンされ、吐き捨てられるため、蛍光像の撮像に影響を与えることはないので、鮮明な
蛍光像の撮像が可能となる。
【００９０】
また、通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子301 では、蛍光像撮像時に、図８の２段目に破線で
示すように、蛍光9および励起光L8の反射光L10 が感光部に入射され、光電変換されて不
要な信号電荷が蓄積される。この不要な信号電荷は、順次光L6の照射前に、通常の信号電
荷と同様に、転送部にシフトされ、転送部から通常画像処理ユニット320 の信号処理回路
321 へ出力される。信号処理回路321 では、この不要な信号電荷をアースし、消去する。
【００９１】
上記の動作により、順次光L6の照射が始まる前には、感光部に蓄積された不要信号電荷は
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、転送部にシフトされているので、順次光L6の反射光L7の受光には、支障が生じることは
ない。また、反射光L7により正常に蓄積された信号電荷が転送部にシフトされる前に、転
送部の不要信号電荷は出力されたいるため、シフト動作に支障が生じることもない。従っ
て、蛍光像撮像時に通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子301 に入射した励起光L8の反射光によ
りＣＣＤ撮像素子301 に蓄積された電荷は、通常像の撮像前にダミー読み出しにより、吐
き捨てられるため、通常像の撮像動作に影響を与えることはなく、鮮明な通常像が撮像可
能となる。
【００９２】
なお、上記各具体的な実施の形態である内視鏡装置においては、蛍光像撮像用のＣＣＤ撮
像素子と通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子の両者において不要電荷の吐き捨て動作を行った
が、各実施の形態の変型例として、通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子において、不要電荷の
吐き捨て動作を行う代わりに、励起光の波長帯域を除く波長帯域を透過させる励起光カッ
トフィルタを、通常像撮像用のＣＣＤ撮像素子の前面に取り付け、この励起光カットフィ
ルタを介して通常像をカラーＣＣＤ撮像素子で撮像することにより、簡単な構成で、蛍光
像撮像時に励起光の反射光が通常撮像手段に入射することを防止でき、鮮明な通常像を撮
像することができる。なお、励起光カットフィルタを使用した場合には、蛍光像撮像時に
測定部から発せられる蛍光は励起光カットフィルタにより除去されず、通常像撮像用のＣ
ＣＤ撮像素子の感光部に入射してしまうが、蛍光の光強度は、通常像の光強度にくらべ、
非常に弱いため、通常像の撮像にはほとんど影響はない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による蛍光撮像装置を適用した第１の具体的な実施の形態である内視鏡装
置の概略構成図
【図２】上記第１の具体的な実施の形態の内視鏡装置に使用されるモザイクフィルタの概
略構成図
【図３】上記モザイクフィルタの透過波長帯域を示す図
【図４】第１の実施の形態におけるタイミングチャート
【図５】本発明による蛍光撮像装置を適用した第２の具体的な実施の形態である内視鏡装
置の概略構成図
【図６】第２の具体的な実施の形態におけるタイミングチャート
【図７】本発明による蛍光撮像装置を適用した第３の具体的な実施の形態である内視鏡装
置の概略構成図
【図８】第３の具体的な実施の形態におけるタイミングチャート
【図９】正常組織および病変組織から発せられる蛍光のスペクトル強度分布図
【図１０】従来例における撮像動作のタイミングチャート
【符号の説明】
10　　　　　測定部
30　　　　　通常画像
31 　　　　 蛍光画像
L1　 　　　 白色光
L2　　　　　反射光
L3,L8　　　 励起光
L4,L9　　　 蛍光
L5　　　　　励起光の反射光
L6　　　　　順次光
L7　　　　　順次光の反射光
100,200,300　　　　　内視鏡
108,125,201,211,301　ＣＣＤ撮像素子
110,310　　 照明ユニット
120,210　　 蛍光撮像ユニット
121　　　 　励起光カットフィルタ
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123,107 　　モザイクフィルタ
130　　　 　蛍光画像処理ユニット
140,320 　　通常画像処理ユニット
150　　 　　表示画像処理ユニット
160,220,330　　コントローラ
170　 　　　モニタ

【図１】 【図２】

【図３】



(16) JP 4433347 B2 2010.3.17

【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】

【図９】

【図１０】
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